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プリンター関連のトラブルFAQ



Q1. PCをWindows95からWindowsXPのものに代えたら印刷できなくなった。

A1. プリンターかPCのインターフェイス・モードを変更してください。
【解説】WindowsXP/2000のPCのパラレル・インターフェイスの規格は、IEEE1284 ECP

モードが標準です。一方、IBM 557x、558xシリーズのインターフェイス規格は
IEEE1284”互換モード“か、IBM独自の”コンバージド・モード“です。

【回避方法】
1. 今までのPCと“コンバージド・モード”で接続していた場合

プリンターを“スタンダード・モード”（互換モード）に変更してください。
2. プリンターが“スタンダード・モード”であっても接続できない場合

PC側のBIOS設定でインターフェイスのモードを変更してください。
3. それでも解決しない場合

LAN接続をご検討ください。
【参考情報】

1. そのまま接続できる（IEEE1284 ECPモードを標準とする）IBMプリンター。
Infoprint1000Jシリーズ、5589-L36、5557シリーズ、5573-W02/V02

2. パラレル・インターフェイスの規格が緩やかであるため、メーカー間で信号の+/-や
タイミングの細かい不一致があります。プリンター切り替え器、USBパラレル変換ケー
ブル、バーコード・ジェネレーターを介した接続では、問題が発生しやすくなりますので、
一旦外してテストしてください。



Q2. 3477に接続するプリンターを置き換えたら活動状態にならない。

A2. プリンターのインターフェイス・モードを“コンバージド”に変更してください。
【解説】専用端末やDOS版エミュレーターでは、SNAのアーキテクチャーに従って、

iSeriesとプリンターが双方向通信を行ないます。また、データ転送においては、3
バイトECCといって、エラー・チェックと修正を行なっています。そのための前提イ
ンターフェイスが、コンバージド・インターフェイスです。

【参考情報】
1. IBMレーザー・プリンターで、コンバージド・インターフェイスをサポートしたもの
は、“5587-L20”が最後で現行製品ではサポートしていません。現行製品でサ
ポートしているのは、5579/77シリーズ、5557シリーズ、5573シリーズのインパク
ト・プリンターになります。
2. インパクト・プリンターでも工場出荷値の“スタンダード”モードから“コンバージ
ド”モードに設定変更していただく必要があります。更に、5557シリーズ、5573シ
リーズでは入力バッファーの値も、工場出荷値の16KBから1KBに設定変更する
ことが必要です。



Q3. 宅配便用の分厚い伝票を印刷するとジャムが多発する。
A3. プリンターの機種に応じて設定変更してください。

【解説】宅配便の伝票では、裏カーボンが部分的に行なわれているため、用紙の厚さが不
均一なものが多くあります。インパクト・プリンターの用紙厚設定機能では、用紙の特
定の箇所で用紙の厚さを検出しますが、それがたまたま裏カーボンの無い部分だと、
用紙の最高の厚さよりも薄いと検知してしまうため、障害が起きることがあります。

【回避方法】
1. 自動用紙厚検出の用紙厚を厚めに設定する。

初期値設定の設定項目「用紙厚設定」または「紙厚設定」にて、設定値を「ジドウ ウ
スク」に設定してください。

2. 自動用紙厚検出位置を変更する。（5577/79の場合）
保守マニュアルの「6.8.2 マシン設定」に記載されている設定項目「紙厚測定位置」の
設定値を、現在設定されている値から変えてください。工場出荷値では、連続用紙の
場合「トクシュ」（上端より約23mm）、単票の場合「ツウジョウ」（上端より5mm）になっ
ています。

3. 紙厚を固定に設定する。
初期値設定の設定項目「用紙厚設定」または「紙厚設定」にて、固定値の用紙厚を選
んで設定してください。

4. 特殊対応モードに設定する。（5400-L10/L06の場合）
ミシン目で一旦用紙送りを止めてから急発進することにより、ミシン目での引っ掛かり
を回避する特殊モードがあります。技術員にご相談ください。

【参考情報】5577プリンターには、印字速度を落とさずに印字圧を強くする「グラッフィク強化
モード」があります。これによって、「ジドウ ウスク」に設定しても印字濃度の低下を抑
えることができます。



Q4. ライン・プリンターを置き換えたら印刷速度が遅くなった。
A4. マイクロコードの更新か、ルーターでのネットワーク優先制御を行なってく
ださい。
【現象】Twinax接続で使用していた5327-001ライン・プリンターを、5400-L06に置き換え、

LAN（Telnet5250E）接続したら、途中で止まりながら印刷するようになった。
【回避方法と解説】
1. 罫線やバーコードのある箇所において、印刷速度が遅くなっているのなら、プリンター

のマイクロコードの更新で解決できると思います。技術員に依頼して最新版に更
新してください。

2. プリンターに対して、プリンターの処理速度を下回らない速度で、印刷速度が転送さ
れてこないと、プリンターは途中で待ちの状態になります。Twinax接続から、
LAN接続に移行してLAN上を印刷データも流れることになると、LAN上のトラ
フィックによっては、印刷データが滞りなくプリンターに届かない状態が発生しま
す。そのような場合は、LANの容量を増やすか、LAN上のデータの種類に応じた
優先制御を行なう必要があります。
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Q5. ライン・プリンターを置き換えたら、半角カナ文字が文字化けする。

A5. プリンターの初期設定で、半角文字セットを“英数カナ文字セット”か“英数
小文字セット”に変更してください。
【解説】
1. SBCS（半角文字）の文字セットには、英数大文字と英小文字を持つCCSID”13219”と、

英小文字の代わりにカナ文字を当てたCCSID”13218”があります。英小文字カナ
文字は同じ文字コードが割り当てられています。

2. そのため、iSeriesに直結されたライン・プリンターの場合、iSeries側のCCSIDとプリン
ターの半角文字セットを一致させる必要があります。

3. PCOMM経由の接続の場合は、プリンター・セッションが文字コード変換を行いますから、
プリンター・セッションの「通信の構成」→「セッション・パラメーター」→「ホスト・コー
ド・ページ」で指定します。

4. “13219“の空いている文字コードに半角カナを追加したものが、CCSID”5035”（日本
語英数拡張）、”13218”の、空いている文字コードに英小文字を追加したものが、
CCSID”5026”（日本語カナ拡張）で、これらにより、英小文字とカナ文字の共存が
可能です。

プリンター・セッションの
セッション・パラメーター



A5. （続き）半角文字コード表

iSeries上のCCSID
“13219” “05035”
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Q6. 画面では「鴎」だが印刷結果は、偏が「區」になってしまう。
A6. プリンターの初期設定で書体を「平成書体」に変更してください。
【解説】
1. Windowsの文字は平成書体です。

EXCELやWord等、プリンター・ドライバーを使って印刷する一般のWindowsアプリケー
ションの印刷では、文字はイメージ・データとしてプリンターに送られますので、印刷され
る文字は、平成書体になります。

2. プリンターの内蔵フォントは、多くの場合IBM書体です。
iSeriesに直結するライン・プリンターや、プリンター・セッション経由のPDT印刷の場合
は、文字は文字コードとしてプリンターに送られますので、プリンターの内蔵フォントを使
用します。

3. 平成書体とIBM書体では、同じ文字でデザインが明らかに異なる文字が、約700文字あり
ます。
「鴎」は、その約700文字に含まれます。

【参考情報】
1. 平成書体とIBM書体を両方持っていて、選択できるプリンター（IBM現行製品）

5400ライン・プリンター・シリーズ、5579/77/73、5557インパクト・プリンター・シリーズ
2. 平成書体のみ内蔵しているプリンター：5589-L36、Infoprint1000J PAGESモデル

鴎IBM書体 平成書体



A6. （続き）IBM書体と平成書体で明らかにデザインが異なる文字（抜粋）

細かい点ですが、デザインが異なっている文字の一部です。



A6. （続き）プリンター・セッション経由の印刷の場合は、新旧JISの違いで文字が異なってしまう
場合もあります。

【回避方法】
プリンターの初期設定
で新JISか、旧JISに
変更します。

【解説】
新旧JIS間で、文字
コードが入れ替わっ
た文字の組み合わ
せが、27組あります。
（右図）
プリンター・セッショ

ンでホスト文字コー
ドをS-JISにコード変
換する時のS-JIS
コードとプリンター
の設定を一致させ
ることが必要です。

諫諌E67C
諌諫8AD0
灌潅9FF3
潅灌8AC1
竈竃E27D
竃竈8A96
攪撹9D98
撹攪8A68
蠣蛎E579
蛎蠣8A61
鶯鴬E9F2
鴬鶯89A7
鰺鯵E9CB
鯵鰺88B1

新
JIS

旧
JIS

S-JIS
コード

礪砺E1E8
砺礪9376
壺壷9AE2
壷壺92D9
賤賎E6CB
賎賤9147
靱靭E8D5
靭靱9078
蘂蕊E541
蕊蘂8EC7
礦砿E1E6
砿礦8D7B
頸頚E8F2
頚頸8C7A

新
JIS

旧
JIS

S-JIS
コード

藪薮E54D
薮藪96F7
儘侭98D4
侭儘9699
檜桧9E77
桧檜954F
蠅蝿E5A2
蝿蠅9488
邇迩E78E
迩邇93F4
濤涛9FB7
涛濤9393
檮梼9E8D
梼檮938E

新
JIS

旧
JIS

S-JIS
コード

昻昂FAD0
昂昻8D56
瑤瑶EAA2
瑶瑤E0F4
遙遥EAA1
遥遙9779
槇槙EAA0
槙槇968A
堯尭EA9F
尭堯8BC4
籠篭E2C4
篭籠9855

新
JIS

旧
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S-JIS
コード



Q7. ㈱や㈲が画面には表示されるが印刷できない。
A7. プリンター・セッション経由の印刷の場合は、プリンターの初期設定を新

JISに変更してください。iSeriesと直結のライン・プリンターの場合は、現
行機に置き換えてください。
【解説】
1. 所謂“新JIS”で追加された文字があります。

これらの文字を使用するには、iSeries側はCCSID”1390（日本語カナ拡張）”か
“1399（日本語英数拡張）”を使用することが必要です。

2. “1390”“1399”では新JISで追加された文字の他に、JIS第3水準、第4水準、MS拡
張、IBM拡張文字を含んでいます。

3. iSeries直結のライン・プリンターの場合は、プリンター側でも追加された文字
（EBCDICコード）を持っていることが必要です。
対応しているプリンター：5400-L10/L06/L02（Infoprint250）
5400エミュレーター経由で接続した5577/79/5557プリンターの場合は、5400エ
ミュレーターがイメージ・データとしてプリンターに送ります。



A7. （続き）新JISで追加された文字

下の表は一部の抜粋です。

文字コードはS-JISです。

：

尞寬寘甯寀孖妺妤奣奝奛奓夋墲增塚ED80

ⅰ黑鸙鶴鵫鵰鰀鮻鮱鮏魲魵髜髙EEE0
“‘￤¬ⅹⅸⅷⅶⅵⅴⅳⅲⅱEEF0

﨏埇埈垬坥坙喆哿咩咊咜﨎叝厲厓ED70
傔偂匇匀勛勀劦劜刕凬冾冝兤兊僘僴ED60
傔偂偰偆倞俿倢偀俍侔侚侊侒佖伹伃ED50
伀仼仡丨彅曻鋹棈昱炻俉蓜銈鍈褜纊ED40

∪∩∵⊿∟∠⊥√Σ∮∫≡≒8790
㍼㍽㍾㈹㈲㈱㊨㊧㊦㊥㊤℡㏍№〟〝8780

㍻㎡㏄㎏㎎㎞㎝8770
㎜㌻㍊㌫㌣㌦㌍㍗㍑㌶㌃㌧㌘㍍㌢㌔8760
㍉ⅩⅨⅧⅦⅥⅤⅣⅢⅡⅠ⑳⑲⑱⑰8750
⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①8740
FEDCBA9876543210文字コード



Q8. PCプリンターから外字が印刷できなくなった。
A8. プリンター・セッション経由の場合は、Windows外字を作成してください。

HPT印刷の場合は、32x32ドットの外字をCGUで作成してください。
【現象】
1. プリンター・セッションのあるPCを新しいPCに置き換えてから、バーコード（外字）が

印刷できなくなった。
【解説】
1. プリンター・セッション経由の印刷の場合

外字もiSeriesから文字コードでプリンター・セッションに送られてきます。（CGU
で作成された外字のイメージは、プリンター・セッションには送られて来ませ
ん。）
プリンター・セッションで指定したPDTファイルが、外字の文字コードを元に
Windows外字を探しに行き、Windowsから渡された外字イメージをプリンター
に送ります。
従って、PCを置き換えた時は、再度iSeriesからCGUの文字をダウンロードして
Windows外字に変換するか、移行か、作成し直すことが必要です。

iSeries

PCOMM
プリンター
・セッション

プリンター

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・・●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・●●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・●●●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・●●●●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・●●●●●●●●・・・・・・●●
●●・・・・・・●●●●●●●●・・・・・・●●
●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

外字
文字コード
例：699F 外字文字イメージ

（F09F）

Windows
外字



A8. （続き）HPT機能を使った印刷の場合

【現象】
2. レーザー・プリンターに対して、プリンター・セッション経由の印刷から、OS/400のHPT機能

を使ったLAN直結印刷に切り替えたら、外字が印刷できなくなった。
【解説】
2. HPT機能を使った印刷の場合

HPT機能を使った印刷の場合、外字のイメージは、CGUで作成されたiSeries上のも
のが、プリンターに送られます。
インパクト・プリンターの場合は、CGU標準の24x24ドット文字イメージで良いのです
が、IBMレーザー・プリンター（PAGESモード、リモート・アウトキューの
MFRTYPMDLかWSCSTで指定）の場合は、32x32ドット文字のイメージを使用しま
す。
従って、初めてレーザー・プリンターをHPT印刷させる時には、CGUで既存の24x24
ドットの外字と同じ文字コードに、32x32ドットの外字を作成することが必要です。

iSeries PAGESモード
レーザー
・プリンター

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・・●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・●●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・●●●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・●●●●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・・・●●●●・・・・・・・・●●
●●・・・・・・●●●●●●●●・・・・・・●●
●●・・・・・・●●●●●●●●・・・・・・●●
●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

外字文字イメージ
（F09F）

CGU

24x24
32x32
外字
例：699F



Q9. HPT印刷にしたら、「コピー部数」や「ページ範囲」が指定できなくなった。

A9. 基本的にはできないのですが、裏技があります。
【回避方法】
1. コピー部数の指定

OUTQの設定（CRTOUTQ、CHGOUTQ）で宛先オプション「DESTOPT」に
「XAIX」と指定します。そうすれば通常どおりの方法で、スプールファイルに指
定できます。

2. ページ範囲の指定
「TSPRWPR」というプログラムをOUTQに指定します。
CRTOUTQ、CHGOUTQでホスト印刷変換「TRANSFORM」を＊NOとして
データ変換「USRDTATFM」にTSPRWPRを指定します。
「TSPRWPR」は、QUSRTOOLというライブラリーの中のQATTSYSCファイル
の中に、プログラム・ソースとして提供されています。
C言語で書かれていますので、使用しているiSeriesにCコンパイラーが必要で
す。なお、通常はTRANSFORMを＊NOに指定すると、MFRTYPMDLが指定
できなくなりますが、USRDTATFMにTSPRWPRを指定することによって
MFRTYPMDLが指定できます。

【参考情報】
TSPRWPR Remote Writer Page Range Support Exit Programは下記のサイトで入手できます。

IBM Software Knowledge Base（http://www-
912.ibm.com/s_dir/slkbase.nsf/slkbase）⇒Search⇒Key WordをRemote Writer 
Page Range Support Exit Programとし、Search byをExact MatchにしてSearch
ボタンを押してください。



Q10. Telnet5250E接続に変更したら、OUTQの名前が自動的に印刷装置名と同じになっ
てしまう。

A10. 一旦WTRを終了させて、STRPRTWTRでOUTQを指定したものを実行さ
せるようにするか、CHGWTRコマンドを利用してOUTQ名を変更して実行
するようにしてください。
【解説】これは、Telnet5250E接続の場合のOS/400の仕様です。

Telnet5250Eでは、プリンターからiSeriesに接続しに行きます。その時点でWTRが
自動的に起動します。
STRPRTWTRのコマンドのデフォルトは、以下のようになっています。

印刷装置書出プログラム開始 (STRPRTWTR)

選択項目を入力して，実行キーを押してください。

印刷装置 . . . . . . . . . . . DEV
出力待ち行列 . . . . . . . . . OUTQ      ＊DEV
ライブラリー . . . . . . . .
書出 ﾎﾟﾜhﾞ[wMSG 用待ち行列 . . MSGQ       *DEVD
ライブラリー . . . . . . . .
用紙タイプ・オプション :        FORMTYPE
用紙タイプ . . . . . . . . . *ALL
メッセージ・オプション . . . *INQMSG
ファイル区切り . . . . . . . . FILESEP    *FILE
区切りページの用紙入れ . . . . SEPDRAWER  *DEVD

＊DEVとなっているため

デバイスの名前が使われます。

希望のOUTQ名に変更して

ください。



Q11. Telnet5250E接続に変更したら、用紙切れやジャムの時にメッセージ応答できな
くなった。

A11. 印刷装置記述を書き換えてください。
【解説】

1. Telnet5250E接続では、Twinax接続同様に印刷装置記述が自動構成されます。しかし、
Telnet5250Eの場合は、印刷装置記述の中の、「印刷装置エラー・メッセージ」は「＊
INFO」になっています。従って、これを「＊INQ」に変更する必要があります。

2. 「＊INFO」の場合は、Retry Page数の応答なしのメッセージとなります。「＊INQ」の場合
は、Retry Page数を問うメッセージが表示されます。

Q12. プリンター・セッション経由の接続から5400エミュレーター経由の接続に
変更したところ、エラー・メッセージがコンソールに上がるようになった。

A12. 印刷装置記述を書き換えてください。
【解説】

1. プリンター・セッション経由の印刷の場合は、セッション・パラメーターの「拡張」の中でメッ
セージ待ち行列の指定を行います。

2. 5400エミュレーター経由の印刷のばあいには、セッション・パラメーターはありませんので、
メッセージ待ち行列を指定するところがありません。

3. 従って、5400エミュレーターを設定完了した時に自動構成される、iSeries上の装置定義を
変更して、メッセージ待ち行列を指定します。

4. 具体的には、下記のコマンドになります。
CHGDEVPRT DEVD(装置名) MSGQ（メッセージ待ち行列名)

5. 変更後、装置をオンに構成変更します。
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